
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年度宮崎県弁護士会死刑問題市民シンポジウム 

主催：宮崎県弁護士会（問合☎０９８５－２２－２４６６） 共催：九州弁護士会連合会 

ドキュメンタリー映画上映＆トーク 

２０２６年 

２月２８日(土) 

１３時-１６時半 

(１２時半開場) 

宮日ホール 

(宮日会館１１F) 

 

入場無料 

予約不要 

宮日会館(宮日ホール) 

宮崎市高千穂通１-１-３３ 

※駐車場はありません。 

近くの有料駐車場をご利用下さい。 

 

オンライン配信は 

ありません 

プログラム 

１３：００ 開会 

１３：０５ 映画上映 

(１１９分) 

休憩 

１５：１５ トーク 

(７０分) 

１６：３０ 閉会(予定) 

オウム真理教教祖故松本智津夫(麻原彰晃)死刑囚の三女として生まれた松本麗華さんは、父逮捕時１２歳。事件の真相を 

求め続けるが突然の死刑執行。差別と排除、バッシングを受け続ける加害者家族の現状を通じて死刑について考えます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松本智津夫の三女として生まれ、父は後に麻原彰晃を名乗り、オウム真理教の教

祖となる。大学で心理学を学び、2015 年に手記「止まった時計」を出版し、自

らの体験を社会に公表。以降、実名で活動を続け、メディア出演や講演、執筆を

通じて社会との対話を重ねている。その他の著書に「被害者家族と加害者家族 

死刑をめぐる対話」（23 年、共著）、「加害者家族として生きて」(25 年)があり、

個人としての歩みを発信し続けている。こころの談話室あかつき相談員。一般社

団法人共にいきる理事。 

10 代から小型映画を制作し、早稲田大学大学院で映画学を専攻。民放キー局で

事件・事故報道に従事した後、2005 年よりフリーランスに。テレビ、映画、

Web を通じて人間と社会の在り方を問い続けるドキュメンタリーを発表。また

『生き直したい』（17 年、大阪 ABC テレビ）で坂田記念ジャーナリズム賞を受

賞。近年は死刑制度をテーマにした映画制作に注力し、『望むのは死刑ですか 考

え悩む“世論”』（15 年）、『望むのは死刑ですか オウム“大執行”と私』（22 年）を

発表。後者は米国の The Awareness Film Festival で Merit Award of Awareness

を受賞。本作では 2025 年 EBS 国際ドキュメンタリー映画祭（EIDF、韓国）に

てスペシャルメンション（特別表彰)）などを受賞。 

トーク登壇者プロフィール 
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